
有喜ふれあい会館で認知症サポーター養成講座を実施しました。

今回の養成講座は「生活支援と介護予防の語らん場」で見守り活

動を検討している中で、「まずは認知症を学んでみたい」という住民

の声をもとに地区社協が依頼してくださったものです。

総勢３１名の方が出席し、キャラバン・メイトや家族の会からのお話

を熱心に聞いていました。

認知症サポーター養成講座 ｉｎ 有喜ふれあい会館
R4.7.15.fri

（13：30～15：30）



実演では、実際に財布がなくなったおばあちゃんへの対応を考え

ていただきました。参加者からは「気をそらしてみたらどうか」「実際

に財布を無くしたという人と接したことがある」と活発な意見が聞か

れました。

また実施したアンケートの中で一番多かった意見が「困ってそうな

人がいたら声をかけたい」でした。とてもあたたかな地域性を感じ、

うれしくなりました。

これからも優しくあたたかな有喜地区で、自分らしく生活できるよう

応援させていただきます！


